




研究目的 

沢田 1)により始められた神経芽細胞腫(以下 NB と略)マス・スクリーニングは、札幌市で

も昭和 56 年 4 月より開始し、59 年 12月で 11名の患者を発見した。問題点として 1)発見

頻度が予想に比べ異常に高いと､2)病院での精査の診断手順､3)精査の段階で発見されなか

った場合、どの程度の期間、経過をみたら安全といえるかなどということが挙げられる。

これらについて我々の症例に基づいて検討を加えてみた。 


